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－ 1 － 

協議第２２号資料 
 
 
 

「「消消防防団団のの取取扱扱いいににつついいてて」」にに関関すするる資資料料  
 

 

 

組 織 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ２ 

消 防 団 員 の 報 酬 等 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ３  

消 防 団 員 互 助 共 済 会 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ４ 

被 服 等 貸 与 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ５ 

消 防 団 車 両 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ６ 
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１　組織の構成 ・団数 1 ・団数 1
・方面隊数 6 ・方面隊数 －
・分団数 26 ・分団数 4

２　階級定員及
　　び現員数

団　　長 団　　長
副団長 副団長
分団長 分団長
副分団長 副分団長
部　　長 部　　長
班　　長 班　　長
団　　員 団　　員
計 計

※平成１６年４月１日現在 ※平成１６年４月１日現在

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １９　消防団の取扱い 部　 会 　名 消　　　　防

分　　　　類 組織

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　治　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

・団の組織が異なる。
・階級及び階級の定員に差異がある。

階　　級 定員（人） 現員数（人） 階　　級 定員（人） 現員数（人）
1 1 1 1
4 4 2 2 対　　　　　　応　　　　　　策
26 26 4 4 ・庵治町消防団を高松市消防団に統合

し、高松市消防団庵治分団とする。
・庵治町消防団の団員については、高
松市消防団員として引き継ぐものとす
る。

55 55 4 4
84 83 - -
158 157 16 16
478 442 113 102

調　　　　　　整　　　　　　案
 庵治町消防団は、高松市消防団に統合
する。

806 768 140 129
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１　団員報酬 　報酬額（年額） 　報酬額（年額）
団　　長　　　－　　１５１，９００円 団　　長　　　－　　１０２，０００円
副団長 　　　－　　　８８，０００円 副団長 　　　－　　　８２，０００円
分団長 　　　－　　　６３，２００円 分団長 　　　－　　　７１，０００円
副分団長　　－　　　３６，０００円 副分団長　　－　　　５９，０００円
部　　長　　　－　　　２９，７００円 部　　長　　　－　　　　　　―　円　　  　
班　　長　　　－　　　２７，５００円 班　　長　　　－　　　４４，０００円
団　　員　　　－　　　２５，５００円 団　　員　　　－　　　３８，０００円

２　出動報酬等 ・　４時間以上の火災出動者及び水防（訓練含む） ・火災・水防
　出動者 １人１回につき　２，０００円
１人１回につき　　２，８００円 ・訓練等

・　４時間未満の火災出動者及び訓練、警戒等の １人１回につき　２，０００円
　出動者 　
１人１回につき　　２，４００円

・　機関員
車両１台当たり１名　　　　　年額　６，９５０円
小型ポンプ１台当たり１名　年額　３，０５０円

３　退職報償金 【５年以上の団員】 【５年以上の団員】
　消防団員等公務災害補償等共済基金法の規定に 　高松市と同じ。
基づく額を支給

【３年以上５年未満の団員】 【1年以上５年未満の団員】
　一律　３０，０００円を支給 　該当なし。

４　公務災害補償 　消防団員等公務災害補償等共済基金に加入して 　高松市と同じ。
おり、その規定に基づき支給している。

調　　　　　　整　　　　　　案
　高松市の制度に統一する。

問　　題　　点　　・　　課　　題
　団員報酬、出動報酬等及び退職報償
金の支給基準に差異がある。

対　　　　　　応　　　　　　策
　高松市の制度に統一する。

分　　　　類 消防団員の報酬等

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　治　　　　　町

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １９　消防団の取扱い 部　 会 　名 消　　　　防

 



 

－ 4 － 

１　名称 　高松市消防団員相互共助会 　該当なし。

２　目的 　消防団員の親睦を趣旨とし、相互の共済及び福祉
の向上を目的とする。

３　事業内容等 （事業）
 消防団員の死亡、公務負傷の共助救慰、退団者の
報償などの給付を行う。

（給付）
　死亡弔慰金、公務負傷見舞金、退団者報償、操法
大会助成など

４　会費 　団員１人につき　　６５０円（年額）

５　その他 　市の補助金等
　　１人当たり３，０００円を補助（年額） 　高松市の制度を適用する。

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　治　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １９　消防団の取扱い 部　 会 　名 消　　　　防

分　　　　類 消防団員互助共済会

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目
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１　貸与品目・数 　品目、数量等に差異がある。
　　量等

　高松市の制度に統一する。

　高松市の制度に統一する。

脚半 1 全員 1

防寒衣 － － －

調　　　　　　整　　　　　　案

脚半 1 全員 1

雨合羽 消防屯所備付
　各屯所の消防団員数分

雨合羽 全員

防寒衣 なし － －

ｱﾎﾟﾛｷｬｯ
ﾌﾟ 1 〃 〃

ｱﾎﾟﾛｷｬｯ
ﾌﾟ － － －

全員 －

作業用
皮手袋

2 全員 なし 作業用
皮手袋

1 全員 －

訓練
ﾍﾙﾒｯﾄ
消防屯所備付
　各屯所の消防団員数分

訓練
ﾍﾙﾒｯﾄ

1

団員徽章 － － －団員徽章 なし － －
階級章 2 全員 －階級章 2 〃 〃

全員 －
ゴム長靴 1 全員 なし ゴム長靴 1 全員 －
長　靴 長靴は副団長以上 半長靴 1
ﾍﾙﾒｯﾄ 各屯所の消防団員数分 ﾍﾙﾒｯﾄ 消防屯所備付
防火衣 消防屯所備付 防火衣 消防屯所備付

対　　　　　　応　　　　　　策
白手袋 1 〃 〃 白手袋 － － －

ベルト ２（冬・夏） 全員 －ベルト 3 〃 〃
訓練服 ２（冬・夏） 全員 －訓練服 1 〃 〃
盛夏帽 － － －盛夏帽 1 全員 〃

盛夏服 － － －盛夏服 2 半袖は副分
団長以上

〃

ネクタイ 2 全員 －ネクタイ 1 〃 〃
制　帽 1 全員 －制　帽 1 〃 〃
制　服 1 全員 －制　服 1 全員 なし

問　　題　　点　　・　　課　　題

品　目 数量 支給対象 貸与年数 品　目 数量 支給対象 貸与年数

分　　　　類 被服等貸与

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　治　　　　　町

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １９　消防団の取扱い 部　 会 　名 消　　　　防
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調　　　　　　整　　　　　　案

　装備等に差異がある。

　庵治町消防団の車両の積載資機材は、
当分の間、現行のとおりとする。

　庵治町の消防団車両については、高松
市消防団に引き継ぐものとする。

問　　題　　点　　・　　課　　題
１　現況 消防ポンプ車（ＣＤ－１）  　　　１０台

消防ポンプ車（ＢＳ－１）　　　　２３台
消防ポンプ車（ＢＤ－１）　  　　　２台
指揮広報車　　　　　　　　  　　　１台
小型動力ポンプ積載車　　　　　  １７台
小型動力ポンプ積載車（軽）　 　　 ３台

消防ポンプ車（ＣＤ－１）　４台
消防ポンプ車（ＢＤ－１）　１台
小型動力ポンプ積載車   　 ７台
指揮広報車　　　　　　　  １台

対　　　　　　応　　　　　　策

分　　　　類 消防団車両

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　治　　　　　町

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １９　消防団の取扱い 部　 会 　名 消　　　　防
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協議第２３号資料 
 
 
 

「「国国民民健健康康保保険険事事業業のの取取扱扱いいににつついいてて」」にに関関すするる資資料料  
 

 

 

国 民 健 康 保 険 （ 料 ・ 税 ） の 賦 課等 について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８～ ９ 

国 民 健 康 保 険 の 健 康 推 進 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １０ 

出 産 育 児 一 時 金 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １１ 

葬 祭 費 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １２ 

高 額 療 養 費 貸 付 制 度 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １３ 
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１　保険料・税の 　保険料 　保険税
　　区分

２　賦課期日 　４月１日 　高松市と同じ。

３　賦課方式 　４方式 　高松市と同じ。
（所得割、資産割、均等割、平等割）

４　税率等
　　（年額） 率及び限度額 医療給付費分 介護納付金分 率及び限度額 医療給付費分 介護納付金分

所得割 ７．０／１００ １．５／１００ 所得割 ６．３／１００ ０．８／１００
資産割 ２６．９／１００ ５．９／１００ 資産割 ３０．０／１００ ４．０／１００
均等割 ２９，１００円 ７，０００円 均等割 ２９，０００円 ６，５００円
平等割 ２４，２００円 ４，３００円 平等割 ３０，０００円 ４，５００円
課税限度額 ５３０，０００円 ８０，０００円 課税限度額 ５３０，０００円 ８０，０００円

５　納期 　年８回 　年7回
（７月から翌年の２月まで　毎月） （７月から翌年の１月まで　毎月）

６　法定軽減制度 ・７割軽減 　高松市と同じ。
前年における総所得金額が３３万円以下の世帯
・５割軽減
前年における総所得金額が３３万円＋（世帯主を
除く被保険者数×２４万５千円）以下の世帯
・２割軽減
前年における総所得金額が３３万円＋（世帯主を
含む被保険者数×３５万円）以下の世帯

調　　　　　　整　　　　　　案
　合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から高松市の制度に統一する。
　ただし、医療給付費分に係る国民健康保
険税（料）率については、合併年度及びこ
れに続く３年度に限り、現行のとおりとする。

問　　題　　点　　・　　課　　題
・保険税と保険料の違いにより、根拠法令
等が異なる。
・税率等、納期及び徴収方法が異なる。

対　　　　　　応　　　　　　策
・合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から高松市の制度に統一する。
・庵治町で賦課・収納した保険税について
は、高松市がそのまま保険税として引継ぎ、
遡及等が生じた場合は、保険税の法令を
適用する。
・庵治町地域の医療給付費分に係る国民
健康保険税（料）率については、合併年度
及びこれに続く３年度に限り、現行のとおり
とする。

分　　　　類 国民健康保険（料・税）の賦課等

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 庵　　　　　　治　　　　　　町高　　　　　　　松　　　　　　　市

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２２　国民健康保険事業の取扱い 部　 会 　名 市　　　民
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７　減免制度 　高松市と同じ。

※庵治町国民健康保険税条例施行規則の規定
に基づき適用

８　徴収方法等

・天災その他災害を受けた者、その他特別の事情の
ある者
　※高松市国民健康保険料減免取扱基準により適
用

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

　滞納世帯へは、主として非常勤の国保推進員が臨
戸訪問し収納している。

　職員が直接臨戸訪問している。徴収困難な者は、
木田香川滞納整理組合に委託している。

問　　題　　点　　・　　課　　題

市　　　民

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目

協 定 項 目

高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　　治　　　　　　町

部　 会 　名２２　国民健康保険事業の取扱い

分　　　　類 国民健康保険（料・税）の賦課等

行政制度等現況調書・調整方針
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１　人間ドック助成 ①対象者（下記の条件をすべて満たす者） 　高松市と同じ。
　　・国民健康保険に１年以上継続して加入している
　　　こと
　　・満４０歳以上であること
　　・納期限の到来している保険料を完納しているこ
　　　と
②助成額
１人１年度につき２５，０００円

２　脳ドック助成 ①対象者（下記の条件をすべて満たす者） 　高松市と同じ。
　　・国民健康保険に１年以上継続して加入している
　　　こと
　　・満４０歳以上であること
　　・納期限の到来している保険料を完納しているこ
　　　と
②助成額
１人１年度につき２５，０００円

  高松市の制度に統一する。

対　　　　　　応　　　　　　策

問　　題　　点　　・　　課　　題

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 国民健康保険の健康推進事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　　治　　　　　　町

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２２　国民健康保険事業の取扱い 部　 会 　名 市　　　民
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１　受給対象者 　国民健康保険被保険者で出産（死産も含む。）した  高松市と同じ。
者
　ただし、資格取得後６カ月以内で、それ以前に社
会保険の本人資格が１年以上ある場合は除く。

２　給付額 　出生児１人につき３０万円  高松市と同じ。

３　給付の手続き ・出生届の後の場合  高松市と同じ。
　 申請書だけを提出
・出生届以前の場合
　 医師の出生証明等の添付が必要
・死産の場合
埋葬許可書又は医師の証明が必要

４　給付方法 　世帯主の口座へ振込み、又は現金払いで支給  高松市と同じ。

５　支給期日 ・口座振込……申請から１週間  高松市と同じ。
・現金払い……即日に支給

対　　　　　　応　　　　　　策

問　　題　　点　　・　　課　　題

分　　　　類 出産育児一時金

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況

 高松市の制度に統一する。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２２　国民健康保険事業の取扱い 部　 会 　名 市　　　民

調　　　　　　整　　　　　　案

項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　　治　　　　　　町
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１　受給対象 　国民健康保険被保険者が死亡した場合に、葬儀を 高松市と同じ。  給付額及び支給期日が異なる。
行った者

２　給付額 　１件当たり５万円  １件当たり３万円

３　給付の手続き 　国民健康保険離脱手続きに併せ、申請書を提出  高松市と同じ。

４　給付方法 　申請者の口座へ振込み、又は現金払いで支給  高松市と同じ。

５　支給期日 ・口座振込……申請から２週間  ・口座振込……申請から２週間
・現金払い……支給日は、月２回  ・現金払い……支給日は、月１回

 合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から、高松市の制度に統一する。

葬祭費

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　　治　　　　　　町

 合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から、高松市の制度に統一する。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２２　国民健康保険事業の取扱い 部　 会 　名 市　　　民

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類
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１　申請者の資格 　国保料を完納していること   国保税を完納していること
　所得税の非課税者のみで構成されている世帯

２　貸付限度額 　高額療養費該当額の９割   高額療養費該当額の８割
　※貸付額に上限は設けていない   ※貸付額は、1万円以上２00万円以内

３　貸付利息   なし 　なし

４　償還方法 　高額療養費支給時に、自動振替 　高松市と同じ。

  合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から、高松市の制度に統一する。

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　　治　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題
　申請者の資格、貸付限度額が異なる。

  合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から、高松市の制度に統一する。

分　　　　類 高額療養費貸付制度

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２２　国民健康保険事業の取扱い 部　 会 　名 市　　　民
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協議第２４号資料 
 
 
 

「「介介護護保保険険事事業業のの取取扱扱いいににつついいてて」」にに関関すするる資資料料  
 
 

 

 運 営 主 体 等 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １５ 

 介 護 保 険 料 の 賦 課 ・ 徴 収 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １６ 

 介 護 保 険 給 付 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １７ 

 利 用 者 負 担 軽 減 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １８ 

 介 護 認 定 調 査 事 業 等 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １９ 
 

 
 



 

－  － 15

１　運営主体 　高松市が保険者として運営 　庵治町が保険者として運営
　　（被保険者数：平成16年4月1日現在） 　　（被保険者数：平成16年4月1日現在）
　　　第１号　　６４，８５３人 　　　第１号　　　１，６５８人
　　　第2号　　　　　４６６人（要介護認定者数） 　　　第2号　　　　　　　７人（要介護認定者数）
　　　合計　　　６５，３１９人 　　　合計　　　　１，６６５人

　（介護認定者数：平成16年４月１日現在） 　（介護認定者数：平成16年４月１日現在）
　　・要支援　　　　　２，２７６人
　　・要介護　１　　　４，２３９人 　　・要介護　１　　　　１２５人
　　・要介護　２　　　１，５１３人 　　・要介護　２　　　　　６２人
　　・要介護　３　　　１，１６５人 　　・要介護　３　　　　　３３人
　　・要介護　４　　　１，２２８人 　　・要介護　４　　　　　２９人
　　・要介護　５　　　１，３００人 　　・要介護　５　　　　　３６人
　　　　計　　　　　　１１，７２１人 　　　　計　　　　　　　　３２９人

２　介護保険事業 （内容） （内容）
　　計画 　介護保険事業に係る保険給付の円滑な実施を確 　高松市と同じ。

保するため、５年を１期として策定し、３年ごとに見直
しを行う。
（期間） （期間）
　　・第１期　　平成１２年度～平成１６年度 　高松市と同じ。
　　・第２期　　平成１５年度～平成１９年度 　高松市の制度に統一する。

３　介護保険事業 　運用利子及び余剰金を積立 　高松市と同じ
　　財政調整基金 （基金残高：平成16年３月31日現在） （基金残高：平成16年３月31日現在）

　1,128,579千円 　１千円
４　香川県財政安 （内容） （内容）
　　定化基金拠出 　介護保険事業計画の保険給付額をもとに指示され 　高松市と同じ。
　　金等 た拠出率（０．００１）を乗じて拠出

（基金からの借入金） （基金からの借入金）
　なし 　なし

　　・要支援　　　　　　　４４人

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 運営主体等

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　　治　　　　　　町

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２３　介護保険事業の取扱い 部　 会 　名 健 康 福 祉



 

－  － 16

１　保険料 ○第１号被保険者（６５歳以上の者） ○第１号被保険者（６５歳以上の者）
（平成１６年度） （平成１６年度）

※第３段階が基準保険料 ※第３段階が基準保険料
※その他の段階の保険料は基準保険料×乗率 ※その他の段階の保険料は基準保険料×乗率

２　賦課期日 　毎年４月１日 　高松市と同じ。

３　納期 ○第１号被保険者（普通徴収） ○第１号被保険者（普通徴収）
　　・第１期……７月１日から７月３１日まで 　　・第１期……７月１日から７月３１日まで
　　・第２期……８月１日から８月３１日まで 　　・第２期……８月１日から８月３１日まで
　　・第３期……９月１日から９月３０日まで 　　・第３期……９月１日から９月３０日まで
　　・第４期……１０月１日から１０月３１日まで 　　・第４期……１０月１日から１０月３１日まで
　　・第５期……１１月１日から１１月３０日まで 　　・第５期……１１月１日から１１月３０日まで
　　・第６期……１２月１日から１２月３１日まで 　　・第６期……１２月１日から１２月３１日まで
　　・第７期……１月１日から１月３１日まで 　　・第７期……１月１日から１月３１日まで
　　・第８期……２月１日から２月末日まで

　※参考：第１号被保険者（特別徴収） 　※参考：第１号被保険者（特別徴収）
　　　年金額が年間１８万円以上の者は、年金支給時 　　　年金額が年間１８万円以上の者は、年金支給時

４　滞納保険料の 　主として非常勤の介護保険推進員が臨戸訪問し、 　職員が臨戸訪問し、収納している。
　　徴収方法等 収納している。

※介護保険推進員の職務
　　介護保険料の徴収、納付勧奨、申告書の受領、
　　口座振替の勧奨、居所調査等

　高松市の制度に統一する。
　ただし、庵治町の第１号被保険者の保険料に
ついては、合併年度は現行のとおりとし、合併年
度の翌年度以降は、第３期介護保険事業計画
における保険料額を踏まえ、調整を行うものとす
る。
　また、庵治町の第１号被保険者の保険料に係
る納期については、合併年度は現行のとおりと
し、合併年度の翌年度から、高松市の制度に統
一する。

　高松市の制度に統一する。
　ただし、庵治町の第1号被保険者の保険料に
ついては、合併年度は現行のとおりとし、合併年
度の翌年度以降は、平成１８年度から３年度間
の保険料額に差異を生じる場合は、経過措置を
含め対応するものとする。
　また、庵治町の第１号被保険者の保険料に係
る納期については、合併年度は現行のとおりと
し、合併年度の翌年度から、高松市の制度に統
一する。

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況

段　　階

項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　　治　　　　　　町

年額保険料（円） 年額保険料（円）

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

段　　階

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２３　介護保険事業の取扱い 部　 会 　名 健 康 福 祉

分　　　　類 介護保険料の賦課・徴収

問　　題　　点　　・　　課　　題

乗率
０．４０
０．７２

　第１段階

・保険料段階、保険料額、乗率及び納期が異な
る。
・滞納保険料の徴収方法が異なる。
・第１号被保険者の保険料については、運営主
体である市町が定める平成１８年度からの第３期
介護保険事業計画において、見直しを行うことと
なっている。

７０，７００
　第５段階
　第６段階

１．２５
１．５０
１．７５

５０，５００ 　第４段階
　第５段階

　第４段階
６０，６００

―４０，４００

５９，１００

乗率
０．５０
０．７５
―
１．２５
１．５０

１９，７００

４９，２５０

２９，５５０
３９，４００

　第１段階
　第２段階 　第２段階

　第３段階

１６，２００
２９，１００

　第３段階
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１　介護・予防給付 ①現物給付 　高松市と同じ。 　給付費通知の通知回数等が異なる。
　　・居宅介護サービス　　　　　１割自己負担
　　・施設介護サービス　　　　　１割自己負担
（食事代は標準負担額　　１日７８０円）

②償還払
　　・福祉用具購入費の支給
　年間１０万円購入限度（１割自己負担）
　　・住宅改修費の支給
　　 　２０万円改修限度（１割自己負担）

　高松市の制度に統一する。

２　高額介護サー （内容） 　高松市と同じ。
　　ビス 　　１カ月の利用者負担額の合計が上限額を超えた

　額を支給
・一般世帯 ３７，２００円上限
・市民税世帯非課税 ２４，６００円上限
・生活保護受給者等 １５，０００円上限

３　給付費通知 （内容） （内容） 　高松市の制度に統一する。
　　サービス事業者名、サービス種類、サービス費合 　　サービス事業者名、サービス種類、サービス費合
　計額，自己負担額を月毎に記載した利用明細書を　計額、自己負担額を月毎に記載した利用明細書
　４ヶ月に１回送付 　（国保連が作成）を３ヶ月に１回送付
（対象） （対象）
　　サービス利用者 　　高松市と同じ。
（時期） （時期）
　年３回（５月、９月、１月） 　年４回（５月、８月、１１月、２月）

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 介護保険給付事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　　治　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２３　介護保険事業の取扱い 部　 会 　名 健 康 福 祉
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１　法施行時の訪 （対象者） （対象者） ・　庵治町では、社会福祉法人減免に対す
　　問介護利用者 　　法施行時に訪問介護を利用していた高齢者、障害 　高松市と同じ。 　る助成を実施していない。
　　に対する助成 者で要綱に定める一定の要件をみたしている者 ・　離島での介護サービス事業者への助成

（助成内容） 負担割合（１０％）を下記の負担割合に軽減 （助成内容） 　内容が異なる。
年度 15 16 　高松市と同じ。
高齢者 6% 6%
障害者 3% 3%

２　社会福祉法人 （対象者） 　該当なし。
　　減免に対する 　低所得者で特に生計が困難なサービス利用者に対
　　助成 し、利用者負担を減免した社会福祉法人

　高松市の制度に統一する。
（所得要件）
　サービス利用者の年間所得６０万円以下

（助成内容）
　・　対象サービス（老人福祉施設、通所介護等）
　・　減免した利用者負担の総額が本来受領すべき収
　　入の１％を超えた場合、所定の要件で、その２分の
　　１の額を市が助成する。

３　離島での介護 （対象者） （対象者） 　高松市の制度に統一する。
　　サービス提供 　男木島及び女木島でサービスを提供した事業者 　大島でサービスを提供した事業者
　　事業者への助
　　成 （助成内容） （助成内容）

　・　福祉用具貸与、住宅改修、福祉用具購入を除き 　・　福祉用具貸与、住宅改修、福祉用具購入を除
　　保険給付費に相当する額を助成するとともに全ての 　　くサービスについて、1回につき2,000円を助成す
　　サービスについて旅客運賃及び一部のサービスに 　　る。
　　ついては海上輸送費を助成する。　　

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

健 康 福 祉部　 会 　名

高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　　治　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

行政制度等現況調書・調整方針

２３　介護保険事業の取扱い協 定 項 目

分　　　　類 利用者負担軽減事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目
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１　介護認定調査 （体制） （体制）
　　（直営） 　　職員２人、非常勤嘱託職員６人 　　職員２人

　　　（非常勤嘱託職員は１年間の年度雇用）

（調査対象） （調査対象）
　　原則として、新規申請分の調査を実施 　施設入所者、遠隔地等
　　※直営による調査は、調査全体の約２割弱

２　介護認定調査 （調査対象） （調査対象）
　　（委託） 　　直営分を除く調査（原則として、更新分） 　　直営分を除く調査（原則として、在宅分） 　高松市の制度に統一する。

（委託先） （委託先）
　　市内老人介護支援センター１７カ所、老健施設４ 　　居宅介護支援センター３カ所
　カ所、遠隔地等については随時

３　介護認定審査 　高松地区広域市町村圏振興事務組合による運営 　高松市と同じ。
　　会 　　（参考）

①委員構成
　・医療機関　　 　４９　人
　・保健関係者　　２８　人 　高松市の制度に統一する。
　・福祉関係者　　４４　人
②委員の任期
　　２年間（平成１５．４．１～１７．３．３１）
③合議体数
　　２４（１合議体　５人）委員数　１２１人
④報酬
　　１回当たり　２１，７６０円

調　　　　　　整　　　　　　案

対　　　　　　応　　　　　　策

高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　　治　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題
　介護認定調査について、直営・委託の調
査対象が異なる。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２３　介護保険事業の取扱い 部　 会 　名 健 康 福 祉

分　　　　類 介護認定調査事業等

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目
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協議第２５号資料 
 
 
 

「「人人権権啓啓発発事事業業ににつついいてて」」にに関関すするる資資料料  
 
 

 

 人 権 ・ 同 和 問 題 啓 発 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１～２２ 

 人 権 擁 護 委 員 推 薦 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ２３ 
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１　人権教育・啓発 　人権・同和問題の正しい理解と実践について調査 ・啓発事業内容に差異がある。
　　講演会事業 研究を行うとともに、市民、教職員及び社会教育団

体等を対象に人権教育・啓発事業を推進するため
講演会等を開催する。
　　・　同和問題講演会の開催（年１回）
　　・　同和教育研修会の開催（年１回）
　　・　平和と人権を守る市民のつどいの開催
　　                     　                 （年１回）

２　人権週間等 　国・県を挙げて取り組んでいる同和問題啓発強調
　　啓発事業 月間と人権週間に呼応した啓発事業を実施する。

　　・　同和問題啓発強調月間(８月)
　　　　街頭啓発キャンペーン(香川県等と共催)   高松市の制度に統一する。
　　・　人権週間(12月)
　　　　街頭啓発キャンペーン，人権啓発作品展等
　　・　人権擁護委員の日等(６月)
　　　　街頭啓発、パネル展等

３  人権教育・啓発 　同和問題をはじめとする人権課題について深い 　該当なし。
　　研修事業 認識と差別解消へ向けた意識の高揚を図るため、

企業等に対して研修会を実施する。
　　・　市内民間企業等に対する研修
　　　(人権・同和問題指導者研修)　　　　
　　・　地域住民に対する研修(４１公民館)

４  親子で人権を 　児童・生徒及び保護者に対し、人権意識の普及・ 　該当なし。
　　考える会 高揚を図るとともに、小・中学校における人権尊重

教育の充実に資するため「親子で人権を考える会」
を開催し、正しい人権教育の確立と向上を図る。

  高松市の制度に統一する。
  ただし、庵治町におけるハンセン病に関
する人権教育・啓発事業については、現行
のとおり引き継ぐものとする。

　高松市と同じ。

   ・同和問題啓発強調月間(８月)
   　町広報に定期的に啓発文の掲載、人権週間
　　　(12月)街頭啓発キャンペーン、啓発等
   ・人権擁護委員の日等(６月)
   　委員による広報車による啓発

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－３　人権啓発事業 部　 会 　名 市 民 ・ 健康福祉・教 育

調　　　　　　整　　　　　　案

項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　　治　　　　　　町

対　　　　　　応　　　　　　策

問　　題　　点　　・　　課　　題
　高松市と同じ。

   ・同和問題講演会適宜開催
   ・東讃ブロック開催の講演会に参加（年１回）

・高松市では、ハンセン病に関する正しい
知識の普及啓発基金を設置していない。

　庵治町におけるハンセン病に関する人権
教育・啓発事業については、現行のとおり
引き継ぐものとする。
　庵治町のハンセン病に関する正しい知識
の普及啓発基金については、引き続き、高
松市において設置し、適切な運用に努め
る。

分　　　　類 人権・同和問題啓発事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
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　幼稚園、小学校、中学校長からの要請に基づき、
各校の教員の児童等に対する人権教育の在り方を
指導主事により指導する。
　　・　幼稚園数－18園
　　・　小学校数－41校
　　・　中学校数－18校

６　人権集会開催 　幼稚園、小学校、中学校において、人権教育の成
果を踏まえた児童等の実践発表会を開催する。
　　・　幼稚園数－18園
　　・　小学校数－41校
　　・　中学校数－18校

７　人権教育・啓発 　各種研修資料を作成するとともに、ビデオテープを
　　資料等の作成 購入し、市民・企業に対して人権教育・啓発事業を
　　配布 積極的に推進する。

　　・　人権教育・啓発研修資料の作成・配布
　　・　人権教育・啓発パンフレット、リーフレットの作
　　 成・配布
　　・　人権・同和教育のビデオテープの購入
　　・　啓発ポスターの配布
　　・　啓発用立看板、懸垂幕の設置

   小学校・中学校において、人権教育の成果を踏まえた
児童生徒の実践を総合的な学習や文化祭の機会を捉え
て発表している。
    ・小学校数－２校
    ・中学校数－１校
　各種研修資料を作成するとともに、ビデオテープを購入
し、町民に対して人権教育・啓発事業を積極的に推進す
る。
   ・人権教育・啓発グッズ・リーフレットの作成・配布
   ・啓発用立看板、懸垂幕の設置

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 部　 会 　名 市 民 ・ 健康福祉・教 育

問　　題　　点　　・　　課　　題
５　小学校、中学
　　校(園)要請訪
　　問

分　　　　類 人権・同和問題啓発事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市

２４－３ 人権啓発事業

庵　　　　　　治　　　　　　町

８  ハンセン病に
　 関する人権教
　 育・啓発事業

①大島青松園入所者との交流活動
   ・老人会、小・中学生、各種ボランティア団体等による
　　交流活動（スポーツ、カラオケ、花植え、ふれあい、
　　芸能大会等）
   ・大島夏祭りへの参加
   ・フィールドワークの実施
②ハンセン病に関する啓発活動
   ・大島青松園入所者自治会長、大島青松園長等によ
　　る講演会
   ・公民館講座による啓発
   ・ハンセン病に関する人権学習資料の作成・配布
   ・写真展、映画上映会、陶芸作品展示会
   ・町広報紙への掲載
③ハンセン病に関する正しい知識の普及啓発基金
　　ハンセン病に関する正しい知識の普及啓発基金条例
　　（平成１３年制定）に基づき、大島青松園入所者の寄附
　　金（３００万円）等からなる基金を設置し、ハンセン病に
　　関する正しい知識の普及啓発の施策を推進している。

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

① 大島青松園入所者との交流活動
    小・中学校独自に、児童・生徒の人権学習、教
　　職員研修等の一環として取組んでいる。

② ハンセン病に関する啓発活動
    ハンセン病を正しく理解する週間（６月）
　    パネル展の開催
      啓発リーフレットの配布

③ハンセン病に関する正しい知識の普及啓発基金
　　該当なし。

   幼稚園、小学校、中学校からの要請に基づき、合同で
実施する人権・同和教育研修会で人権教育のあり方等に
ついて、指導主事や外部講師により指導する。
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１　人権擁護委員   高松法務局からの推薦依頼を受けて、候補者を決 　高松市と同じ。
　の推薦 め、議会の同意を得た後、高松法務局に推薦してい

る。

２　委員数 　２０人 　３人
　　人権擁護委員定数規程に基づく委員数は１９人
　であるが、活動充実のため増員を要望し、平成５年
　１２月に特別定数として１人増員となっている。

　　

  委員数の増員について、高松法務局に要
請する。

  高松市の制度に統一する。
調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 人権擁護委員推薦

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵            治　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

  人権擁護委員については、人口規模によ
り定数が定められており、合併後において
は委員数が20人となる。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－３　人権啓発事業 部　 会 　名 市　　　　民
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 協議第２６号資料 
 
 
 

「「そそのの他他のの事事業業ににつついいてて」」にに関関すするる資資料料  
 
 
 

 市 ・ 町 民 褒 章 制 度 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２５ 
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１　名誉市・町民 【制度の概要】 【制度の概要】
（主旨） （主旨）

（根拠） （根拠）
　高松市名誉市民条例 　庵治町名誉町民条例
（名誉市民数） （名誉町民数）
　２名（故人） 　１名（故人）

２　市・町政功労 【制度の概要】
　　賞

３　市・町民栄誉 【制度の概要】 　該当なし。
　　賞

分　　　　類 市・町民褒章制度

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 庵　　　　　　　治　　　　　　　町

・名誉市・町民に差異がある。
・庵治町では、町政功労者賞及び町民栄
誉賞は設けていないが、町制施行記念式
典において表彰を行っている。

　高松市の制度に統一する。
　庵治町の名誉町民については、庵治地
区の名誉町民として継承するものとする。

（主旨）

・庵治町の名誉町民については、庵治地区
の名誉町民として継承するものとする。
・庵治町の町制施行記念式典における受
賞者には、表彰後の待遇を設けていないた
め、高松市の待遇措置は適用しないものと
する。

（贈呈状況）
　毎年15～20名程度表彰

（根拠）
　高松市表彰条例

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－２２　その他の事業（市・町民褒章制度） 部　 会 　名 総　　　務

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

（贈呈状況）
　１名

（根拠）
　高松市市民栄誉賞要綱

　本市の公益の増進に寄与し、または市政の振興発
展に尽力し、功労が顕著な者を、毎年２月15日の市
制施行記念日に表彰する。受賞者には、式典への
招待や死亡時の弔辞等の待遇を設けている。

（主旨）　高松市の誇りとなり、市の印象、評判を高め
た個人・団体を表彰。

調　　　　　　整　　　　　　案

　高松市民または高松市に縁故の深い者で、広く社
会の進展、学術文化の興隆に貢献し、その功績が卓
絶しており、郷土の誇りとして市民から尊敬されてい
る者に対し、名誉市民の称号を贈り、顕彰する。

　該当なし。

※　町政功労賞ではないが、町制施行記念式典の際に、
　公益の増進に寄与し、町政の振興発展に尽力し、功労
　が顕著な者に対し、表彰を行っている。
　　なお、表彰後の待遇は、特に設けていない。
　　（贈呈状況）
　　　平成10年の町制施行３０周年記念式典の際には、
　　　137名を表彰している。

　庵治町民または庵治町に特別縁故の深い者で、庵
治町の発展、公共の福祉の増進または産業文化の
進展に貢献し、町民が郷土の誇りとし、かつ、尊敬に
値すると認める者に対し、名誉町民の称号を贈る。

 


